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研究成果の概要（和文）：言語は思考に影響を及ぼすという仮定のもとに、第二言語を習得した

話者の思考過程を調査した。英語母語話者で日本語を第二言語として習得した被験者に心理実

験を行った結果、日本語の能力が高い被験者は一言語しか話さないモノリンガル話者とはこと

なる傾向を示した。つまり、二つの言語に影響を受けた『バイリンガル』話者としての思考過

程を保持することが明らかになった。また日本人の子供に同じ実験を行い発達段階によって思

考過程に変化が起きるかを調査した結果、日本語の習得が行われる年代と、英語を学び始める

年代により思考過程に変化が起きることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：A notion of the current research derives from the idea that a 

language affects the way we think. Psychological experiments examined speakers of 

English who have acquired Japanese as a second language. Results show that those who 

have acquired high level of Japanese proficiency obtain ‘bilingual’ way of thinking which is 

different from monolingual speakers. The same experiment was administered to Japanese 

children to see whether there are any cognitive changes through their developmental 

stages. It was found that cognitive changes happen at the stage of acquiring and Japanese 

as a first language. Then, another change happens when learning English as a second 

language.   
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１．研究開始当初の背景 

心理学の分野では『色』、『空間』、『時間』、

『人間関係』、『感情』は言語と密接な関係が

あることが証明され、被験者が話す言語によ

り感じ方や認識が異なることが証明されて

いる（例えば、『色』Davidoff, Davies & 
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Roberson, 1999; Roberson, Davies & 

Davidoff, 2000、『空間』Levinson, 1996; 

Levinson, Kita, Haun & Rasch, 2002; 

Majid, Bowerman, Kita, Haun & Levinson, 

2004、『時間』Boroditsky, 2001、『人間関係』

Anggoro & Gentner, 2003 、『 感 情 』 

Gennari, Sloman, Malt & Fitch, 2002）。 

言語学の分野でも『数字』や『助詞』を使

って言語が思考過程にどのような影響を及

ぼすか研究されている(例えば、『数字』 Imai 

& Gentner, 1997; Imai & Mazuka, 2003; 

Lucy, 1992; Lucy & Gaskins, 2003 、

Athanasopoulos & Kasai, 2008、『助詞』

Boroditsky, Schmidt & Phillips, 2003; Sera, 

Berge & del Castillo Pintado, 1994; Sera, 

Elieff, Forbes, Burch, Rodriguez & Dubois, 

2002)。また、文法構造が異なる日本語と英

語において、それぞれの言語を話す話者の思

考過程に全く異なる影響を及ぼすことを証

明する研究結果も発表されている（Imai & 

Gentner, 1997, 2002）。これらの研究は、各

言語を第一言語として話す話者を対象に行

われたものである。当研究は、Cook, Bassetti, 

Kasai, Sasaki, & Takahashi (2006)が行った

実験をもとに、二言語を習得したバイリンガ

ル話者の思考過程を調査し、二つの言語がど

のような形で思考過程に影響を及ぼすのか

を明らかにするものである。 

 

２．研究の目的 

平成 19年度から 21年度に獲得した科学研

究補助金による研究で、英語を第二言語とし

て習得した日本人の認知レベルに変化が起

こることがわかった。『形と素材』を識別す

る心理実験を実施し、英語力によって思考過

程が変化することが明らかになった。現在

fMRI を使った血流測定でこの傾向を脳科学

的な側面で証明しようとしているが、この調

査をより充実したものにするために逆のパ

ターンである『英語母語話者が日本語を習得

する』データを収集したい。英語習得は日本

人の思考過程に影響を及ぼすが、日本語を習

得した英語母語話者にも同じ変化が見られ

るのであれば、言語が思考に影響することが

証明でき、これまでに収集したデータがより

信頼性の高いものとなる。また、これまでの

調査で英語力が低い被験者は、先行研究が示

す典型的な日本人的思考過程を保持し、二言

語の影響を受けたバイリンガル話者とは異

なることが分かった。この思考過程はどの年

齢で確立するのか調べるために日本人の子

供を対象に心理実験を行う予定である。日本

語が持つ言語の性質がバイリンガル話者と

は違う思考を作り上げることが明らかにで

きれば、第一言語習得においても言語が思考

に影響することを証明できると考える。 

 

 
３．研究の方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜実験方法＞ 

Microsoft PowerPoint に①を投影し、数秒後に

②と③を投影する。①は、②と③のどちらと

同じと判断するか選択させる。 

①と②は形が同じで、素材が異なる。 

①と③は素材が同じで、形が異なる。 

＜実験計画＞ 

この実験を心理実験として、英語母語話者と

日本人の子供に実施する。 

①コルク製ピラミッド 

②プラスチック製ピラミッド 

made of pplastic 

③コルク片 



４．研究成果 

日本に在住する英語を母語とする被験者

の日本語労力を測定し、上述の心理実験を行

った結果、英語のみを話すモノリンガル話者

とは異なる思考過程を保持することが明ら

かになった。 

これは、成 19年度から 21年度に行った日本

語母語話者で英語を習得した被験者と同じ

傾向であり、第二言語を習得することで認知

レベルに変化が起き思考過程が影響される

ことを証明できたと考える。 

日本人の子供を対象に行った実験では、異な

る年齢層の被験者を対象に実験を行った結

果、日本語を第一言語として獲得していない

年齢層、日本語が確立されたと思われる年齢

層、英語を習得し始める年齢層で思考過程に

変化が起きること明らかになった。 
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